１　シー・シャインズ

　あの娘は長くつらい曲がりくねった道を行く
　それを人には決して見せはしない
　つらいのは…分かっているさ

あの娘のことを良く知らないなら

君には分かってあげられないよ

どれだけ…つらいのか

たとえ雨が降ったって

愚痴のひとつもこぼさない

＊
膝がふるえていても

夜明けがいつまでもやってこなくても

あの娘はいつも輝いてる

悲しみに心ふさがれても

口にすることさえも出来ない痛みを抱えていても

あの娘は輝いてる　輝いてる

あの娘はいいかげんな男に夢中になった

そいつの未来にあの娘はいなかったのに

自分から去っていくまで…ずっと

心沈む時でさえ

顔をしかめたりしない

あの娘は微笑を浮かべて言う

「今日もいいお天気ね。さぁ始めましょう！」

＊くりかえし
たとえ雨が降ったって

愚痴のひとつもこぼさない

＊くりかえし
人生が壊れかけていても

くじけても、つまずいても

あの娘はいつも輝いてる

泣きたくなっても

頑張ることに疲れてしまっても

あの娘は輝いてる　そう輝いてる

２アイ・リメンバー　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　思い出の場所を宣伝する
　　　　ビルボードの前を車で通り過ぎた

砂浜で君の手をとり

　　　　　その顔を記憶に留めたあの場所

今日の昼　僕らのテーマソングを聞いたよ

列に並びながらメロディを耳にして
　　　　　　　　　　僕は動けなくなった

いまだに君を思うときがあるよ

覚えているよ　君のキス

覚えているよ　君との夜

日曜の朝

都会のイルミネーション

ブラジルへの空の旅

ロスに立ち寄ったね

君をそんな風に覚えてる

33番街とメイン通りの交差点、
　　　　通るたびに僕の心は深く沈んでいく

お気に入りのドレスの君
　　　　　　僕らはもうめちゃくちゃだった

なぜ僕らはさよならを言ったのか
　　　　　　　　どうしても思い出せない

君の事を思うたび

　　　もう一度やり直せばよかったと思うから

君はまだ僕の心の奥深くにいる

＊

覚えているよ　君の微笑み

覚えているよ　君の言葉

はっきり思い出せるよ

全てが僕の痛み

キャベル通りから

サーキュラーキーへ

君をそんな風に覚えてる

心の奥底で巡る君との思い出

今だに君を思う時があるよ

覚えているよ　君のキス

覚えているよ　君との夜

ポート・フィリップ湾

都会のイルミネーション

クラウデッド・ハウスのライブ

あの夜はただだったよ

君をそんな風に覚えてる

＊くりかえし

キャベル通りで

一日中微笑んでいたね

君をそんな風に覚えてる

３　イントゥ・ユア・シー

自分の声が見つからない
人ごみの中で僕は道を見失う
僕に合うものは何もない
話をするには遅すぎるけんかをするには早すぎる
寒いよ　この道を一人で歩くと
石に紛れる宝石を探し
あてのない道を
　　　　　どれくらい歩いてきたのか分からない
この荒野でやっと安堵のため息をつく
＊
君の海へと僕は落ちてよう
波にもまれて全てを忘れよう
この橋から僕は飛ぼう
海底に眠る神秘へと

何があるのか　わからない
君なのかな
君の海へと僕は落ちよう
不安のカーテンの向こうから見つめても
僕の姿ははっきりみえない
この街の全てが僕から顔を背ける
けれど君はみんなとは違った
君は冬の雪が溶け始める頃の
太陽のように僕を温めてくれる
灰色の空に覗く一筋の青空
君に出会うまで誰も信じられなかった
＊くりかえし
4　　ステイ

初めて僕らが出会った時を覚えている

あんまりベタで忘れられない

バー　生演奏そしてラストナンバー

僕らが近づいたとたん店の明かりが灯った

一瞬の間に僕らはさよならを告げた

夏は瞬く間にここを吹き抜けていった

永遠に続くと思っていたイメージも連れて

色彩　色調　色合い

君なしでは全てが灰色

今ここに残るのはフレームだけ

＊

あの時君にキスをすればよかった　

　　　　　　あの日君が行ってしまう前に

「行かないで」と言えばよかったのに

　　　　　　　不安が僕を踏みとどめた

本当に言いたかった事を伝えればよかった

ずっと僕のものになって　ここにいて　と

何度も言おうと思ったのに
　　　　　　　　　言葉を失ってしまった

ボロボロに傷つくまで
　　　　　　　　自分の気持ちを押し込める

君の本当の気持ちを知るのが怖くて

拒絶される恐怖に身動きできなかった

本当に拒絶されたのか　今では知りようもない

＊くりかえし

５　ディーズ・デイズ

あの子は本当にきれい　ミュージカルみたいさ

クスリみたいに僕はフラフラ

あの子の瞳に僕はクラクラ

あの子に酔わされ僕は時計と反対周り

あの子のためなら何でもするさ　
　　　　　　　　あきらめるなんてできないよ

事務員みたいにタイムカードを押して

Tシャツで過ごす週末を待ち焦がれる

今日の予定は役所のオヤジに税金払うだけ

帳尻あわせが僕の十八番

赤っ恥の殿堂へとまっしぐら

　　　　　　　　一時停止なんてできないよ

＊

ディーズデイズ　

何にも簡単にはいかないみたいだ

ディーズデイズ　

現実に立ち向かわなくちゃ　かっこ悪いよな

いつか全てのものを片付けて

追い越し　打ち負かす　ディーズデイズ

毎日が過ぎていく　心に残るあの子

僕の退屈な人生より
　もっとマシなものが欲しいってさ　あの子

「やっときゃ良かった｣ことの数々　
　　　　　　　　　でも返品はできないよ

変えようか　それともやり直そうか
一歩下がって　
　また落とし穴に落ちるなんてまっぴらごめん

＊くりかえし

人生は罠みたいなもんさ海の底へと突き落とす
＊くりかえし
６　ユー・ザ・メロディー　

外には世界がある

制御不能で回っている

スピードが速すぎて

先が読めない

でもぼくらには今夜がある

夜明けまで

この瞬間を永遠に続けよう

ずっとぼくの傍にいて

ぼくら二人には

生涯ただ一度の瞬間さえあればいい

それでも明日はやって来て

時間切れを突きつける

どうか　そんな時がやってこないように

想像もできないけど

それでもぼくらには今夜がある
＊

二人の最高の夜にしよう

心に残そう

ぼくら二人　この同じページにいる

ぼくは詞(ことば)になろう　君はメロディーに

この部屋の静けさ

「ピースフル・イージー・フィーリング」を歌う

部屋じゅうに広がるのは

君の心臓の鼓動だけ

世界を止めて　ずっとこのままでいよう

ぼくらが見つけたこの瞬間

もう何もかまわない

＊くりかえし
７ 　エアプレーン

外を見てごらん

いい日だよ

今まで気づかなかったけど

ずっとこんな天気だったのかな

この町は僕によくしてくれたよ

でも、ここにはいられない

光へと一歩踏み出そう

最後に一度だけ振り返って

心に風景を刻み込み

線路を横切る

ここはすごくいい所だ

でも　ここでは僕はダメになる

＊
だから飛行機に乗せてよ

もう一度人生を教えてよ

君の夕焼けへと

飛んでいきたい

全ての後悔を捨て

チャンスをつかんで　幸運を祈ろう

飛行機に乗って 新しい人生へと向かう

僕の書いた手紙の

行間に隠した

ヒントを受け取ったら

君は僕にチャンスをくれるだろうか

僕が希望にすがっているのは分かっている

愛は盲目だよ

＊くりかえし
ここに別れを告げて

君にハローと告げる

そしてもう一度初めからやり直そう

＊くりかえし
８　マイ・ハッピー・ミステイク

さよなら　ありふれた日々

僕らはすぐ会えるのかな

顔をそむけて

歩き続けるから道をあけてよ

どうしてこうなったのかな？

僕はそこにいるはずじゃなかったのに

チャンスと呼ぶ奴もいるけど

僕にしてみれば分かりきっていたこと
＊
だって　君を愛しているから

君は日曜の朝みたいにカンペキ

カーテンを閉めて
　　　ベッドに戻ったら物語をささやいてよ

僕らが賭けをやったなら　ベイビー

勝ち目はあんまりないと思うよ

誰もこんなこと思いもしなかったね　きっと

僕みたいに

　　　不器用な男が幸せを手に入れたなんて

君は僕の幸運なアヤマチさ

世界は時速１６００㎞で回っている

君は通りすがりの人で

僕は小さい孤独な壁の花だったのに

僕らは運命なんだろうか

それとも　天の思し召しなのかな？

いずれにしたって

もう最高さ

＊くりかえし
９　ガン・イン・マイ・ハンド

俺はひっそりと
　新しい世界で暮らす
　やつらがやって来て
俺を叩きのめした

俺は俺じゃなく

心の奥底で救いを乞う　

俺の周りはカオス

俺の周りは狂気

　＊
やつらが俺を捕まえる

見知らぬ土地では俺はただのよそ者

ヘッドライトに浮かぶ鹿みたいに

この銃を手に

深い後悔と悲しみ
俺は今はやりの
　　　ファッションライトに照らされる

俺の周りはカメラ　血

そして忘れ去った夜

なあ　俺には家族もあったんだ

間違えだらけの道の選択　ペテン

プラスチック製のよろいを身につけ

往来へと踏み出す

＊くりかえし
今　俺を連れて行ってくれないのか

水場まで連れて行ってくれよ

自分の瞳をみつめる

俺は何のために闘ってきたのか分からないまま
10　ホァット・ハヴ・アイ・ダーン

はるか遠くから君を思う

過ぎ去った日々とともに君を思う

信頼にあふれたその瞳が恋しい

そして僕はここにいてただ夢をみている

僕は何をしてしまったんだろう？

一人きりの時君を思う

人ごみの中で君を思う

今　君が恋しい

君の肘から広い心そして小さなつま先まで

＊

僕は何をしてしまったんだろう?

僕は何をしてしまったんだろう？

未来に光が灯っているというなら

夜明けの光りが見たいのなら

いつか時が流れて
全てがうまくいくさ

あの娘を思う　疑いも無く

あの娘を思う　やりきれないこの心
あの娘を思う　人生は変わっては行くけど

みんなが言う　悪いのは僕だと

＊くりかえし

　　　　　　　　　　　訳詞　新井　響



















































